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生殖系列キメラ形成技術 を応用 した借腹生

産は,魚 類養殖 における開発品種の保存や,

生産種苗の遺伝的多様度の維持 に大きく貢献

するものと期待 され る。我 々は,ク ロマグロ

養殖集団の遺伝的多様性の維持,お よび親魚

養成の省力化 を目的 として,生 殖細胞の前駆

体である始原生殖細胞(PGCs)の 単離,保 存 に

かかわる技術,お よび保存PGCsを 胚体 に移植

して安定的に生殖細胞を形成 させ る技術を開

発 し体系化 しよ うとする研 究を進 めてい る。

すなわち,初 期胚の中で唯一次世代を担 う生

殖細胞に分化す ることのできる始原生殖細胞

を現在の養殖 クロマグロ胚か ら単離 し,保 存

しておき,数 年後の必要に応 じてそれ らを別

種 の胚に移植 し,そ の代理魚種(レ シピエン

ト)を借腹 として初期 の遺伝 的多様性 を持 っ

たマグロ系統を維持す るとい うコンセプ トを,

生殖系列キメラ作出技術 を開発す ることで進

めよ うとしている。マサバ をレシピエ ン トと

して利用するサバ科魚類 の借腹生産技術の開

発お よび体系化には,本 種生殖細胞の生殖巣

への加入経路,生 殖巣形成過程,性 分化過程

な ど始原生殖細胞の発生 とその後の分化過程

を詳細に知る必要がある。本報告ではマサバ

の雌雄両生殖巣における生殖巣の分化過程に

ついて記載す る。

試料および方法

採 卵 に供 したマサ バ親魚 は,近 畿 大学 水産

研 究所 白浜 実験場 の30t水 槽 内 で飼育 し5日

ご とに,ま た30-100日 は10日 ご とに,20～

Daysan£rLatchout

図1.マ サ バ500励 θrノ∂ρoη∫o〃5に おけ る仔稚魚期の全長 と生殖 腺指数の変化・
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図2マ サバ にお ける生殖巣 の形成 と生殖細胞の発達.

A,艀 化 後1日 齢,B,卵 孚化後5日 齢.C,艀 化 後15日 齢.

D,艀 化 後20日 齢.E,艀 化 後50日 齢 の卵巣.F,

卵 巣.gr,生 殖 隆起;oc,卵 巣 腔.

艀化後80日 齢の

矢印は生殖細胞を示す.

錨画

転秘

30個 体 ず つ の連続 サ ンプ リングを行 った。固

定 はプ ア ン液 を用 い て4℃ で24時 間行 った後,

70%エ タ ノー ル で置換 し冷暗所 に保 存 した。

水槽 内の環 境情 報 はパ ン ライ ト水槽 収容 時

か ら水温,水 質 の記録 を開始 し,給 餌 を開始

した 日か らは餌 の種類,お よび 給餌 量 を記 録

した。

サ ンプ リン グは,卵 孚化 日の午 後4時 頃 に0

日齢 のサ ンプ リン グを行 い,そ れ 以降10日 ま

で は午 後3時 に24時 間 ごとのサ ンプ リングを

行 っ た後,30日 ま では5日 ご と,そ の後4b、

日か ら160日 まで は30日 ご とに20-25尾 取上

げ て,全 長 を計測 す る とともに,50日 以 降 は

生殖 腺指 数(GSI)の 変 化 を調べ た。これ らの生

殖腺 はブデ ン氏 液 で固定 しそ,・常法 に よっ て

6丁8μm厚 のパ ラフ ィン切 片 と し,ヘ マ トキ シ

リンエ オ シンニ 重染色 を施 して,光 学顕微 鏡
サ し タ さ

下で生殖巣組織および生殖細胞の発達状態を"

観察 した。

結果および考察

環 境 条 件 収 容 開 始 か らの 水 温 は 当 初

25℃ で あった が,夏 季 に は30℃ 以上 に上昇 し,

そ の後徐 々 に低 下 して160日 には15℃ とな っ

た。そ の間,最 低 で25,7℃(6.月28日 午前),

最 高 は27.9℃(7月2日 午後)で あった。 環

境 水 のDOは4.01か ら8.32(mg/1)の 範 囲

で,ま た,pHは8.15か ら8.61の 範 囲 で変

動 した。

成長 平 均全長 は艀 化後10日 に は9.8mm

で あ ったの が20日 には38.7㎜,30日 には

62.4㎜ と急激 に成 長 し,さ らに100日 には

156.6㎜,そ して160日 に は197.6ゆ と きわ め

て 良好 な成長 を示 した(図1A)。 ミ

生 殖腺 指 数の 変化'GSIは 成 長 に伴 って増

加 し,50日 に は0.03%で あった のが,そ の後
しめ増 加 傾 向

は雌 雄 で異 な り,100日 齢 には雄

0.03%に 対 し雌0,14%,そ して160 ,日では雄

0.04%に 対 し雌0,念2%と な った。従 っ て,両
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図3.マ サ バ に お け る 精 巣 発 達 と 生 殖 細 胞.

A,艀 化 後50日 齢.B,艀 化 後60日 齢.C,艀 化 後80日 齢.D,艀 化 後100日 齢.

E,卵 孚イヒニそ妾160日 歯令.

者のGSIか らみた分化時期 は,艀 化後,約40

日頃 と推定 された(図1B)。

生殖 巣の形成過程 始原生殖細胞 は艀化

後1日 齢の仔魚 の消化管後部の腸管膜付近に

認 め られ(図2A),そ れが5日 齢には腹膜の下

面を移動 している像 が観察 された(図2B)。 さ

らに,15～20日 には生殖隆起の根元や先端 に

存在 した(図2C,D)。

卵巣生殖細胞の発達推移 卵巣では50日

(図2E)に はすでに卵巣腔 が形成 されてお り,

一部 に減数分裂に入 っている卵母細胞が散見

され た。そ して,80日 にはその殆 どが直径50

μmの 周辺仁期の卵母細胞 とな り(図2F),

160日 にはさらに直径90μmに 肥大 した。

精 巣生殖細胞の発達推移 一方精巣では,

艀化後50日(図3A)に は精原細胞が生殖巣原

基の外側 に散見 されたが,そ れ らは60日,80

日には急速に増加 し(図3B,3C),100日 には

精母細胞や精細胞が(図3D),160日 にはすで

に完成 された精子が観察 され た(図3E)。

借腹生産への応用性 上記 の ことか ら借

腹生産を目途 としたPGCsを 移植す るタイ ミ

ングは レシピエ ン ト体内で生殖巣が形成 され

る以前に移植す ることが重要であるといわれ

てい る。 これ らのことか ら,借 腹代理魚種 レ

シピエ ン トとしてマサバを使用す る場合,少

なくとも艀化後15日 以前 に移植 することが

必要であろ うと考 えられた。今後,ク ロマ グ

ロPGCsを 利用 した育種学的技術開発に向け

て,細 胞判別技術,単 離技術,保 存技術,移

植 技術 な ど,細 分化 され た各技術 につ いて

個々に開発解明を進めていくことが重要であ

る。特に異種間の生殖巣 と生殖細胞が どこま

で親和性 を持っのかが本技術体系を発展 させ
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るに当たってきわめて重要なポイン トである

と考えられ る。
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